台湾の視聴文化産業について言えば、映画及びテレビ産業は一大重点的な発展項目である。それが所以に私はグローバル化した映画及びテレビ産業について、個人的な意見を述べること。
グローバル化した台湾映画工業は長く二十数年に亘って、苦境に陥っていた。約１９９０年代から、毎年の映画産量は約２０部に過ぎなかった、映画市場の占有率が１％にも満たせないほどであった。台湾はWTOに加入した後に、ローカル市場がグローバル化による統合経済が実現された故、萎靡不振の状況が長引いて呈されていた。
以下では、私は、グローバル化による台湾の映画、テレビ産業の影響及びその原因について、個人の意見を述べるとともに未来には注目するに値する発展方向を提出すること。
（1） 台湾映画は１９８０年代において、香港映画及び新しい流行の刺激を受けて、国外からの情報の導入、及び当時社会写実映画に対する嫌悪感などの影響に及ばされて、侯幸賢、楊徳昌など一群の新世代の監督は、高度自覚性がある芸術創作の作品を創り出させた。これは、当時台湾映画の言語及び題材、社会批判の態度上の運用をするだけのではなく、台湾映画が始めて国際に重視されることとなっていた。これは、成功の文化外交であった。
（2） そして、１９９０年代の前半期においては、台湾から出資、香港創作、中国が人力とシーン製作と運営を担当することなど共同提携方式で映画を製作した。これによって数多く市場成績の見劣りするのではない映画を創り出された。但し、１９９０年代の晩期から、台湾政府は自由解放な態度で全世界の市場を受け入れることを選択したために大量に映画市場を開放した。輸入割当制限があった外国映画に対する制限も解禁された。
２００１年にはWTOに加入した後、さらに国産映画の上映比率制限を廃止した。これによって、台湾の文化貿易方面の赤字は三年間で８倍にも大幅に激増した。その中に映画とテレビ作品が四分の三を占めていた。フランス、カナダ、韓国など数多くの国々では、自国が生産した国産映画の上映比率の規定を通じて、資本を誘致して国産映画の製作に使わせるなど国産映画産業の保護政策を利用して、ハリウッドを抑制しようと試みをしたと同時に、なお文化は、非自由貿易の商品であると主張した。同じくこの時に、台湾政府は国産映画に対する保護政策を却って放棄した、これは、政府及び管理当局の政策上の専門性が足りなかったことが明らかになったほかに台湾文化の自主的な発展に対しても脅威を及ばされる恐れがあるのではと危惧されているのである。
（1） 台湾市場が内需不足、グローバル化となったので、視聴産業の運営を維持するために海外への発展は必然的な流れである。台湾テレビのドラマは、過去において、本土性の雰囲気が強かった台湾語の郷土劇は製作の主流となっていた。このように本土向けを映画市場の策略の方向付けとしたのは、海外への輸出発展の障害となって、グローバル化となった環境の下で外来のテレビドラマとの競争が出来なかった。
（2） 近年では、台湾は日本のアイドルドラマの新しいドラマの類型を真似し始まった。目標市場は周辺の中華文化圏の国家である。例えば、学者である岩浏功一氏は、日本の文化産品について、文化的な雰囲気が具有されていなかったことを指摘した。台湾テレビドラマは外来のテレビドラマに影響される環境の下で、本土の文化特質に属されているものを取り除かれたのだが、後に残されたのは、比較的に台湾的な文化の雰囲気がなかった特質、及びアメリカの黒人Hip-Hop音楽など地区を跨っている次流行文化元素のように、目標であるサラリーマン族や、学生族などが受け入れし易くになると思われた。
（3） 台湾のテレビドラマは文化の本土性が外されたこととは違って、台湾映画の市場の範囲が広く、かつ海外映画がすでに成熟している状況の下で、同質性が高かったテビドラマは外国とは競争できなかった。
（4） こうして現した次の方向性としては、本土特殊文化を強調するところに重点を置かれていた。中国の改革開放及び台湾と中国との政治関係の雪解け状態が続けた１９９０年代以来、台湾は香港、中国でのシーン、人才及び資金上の提携を捜し求め始まった。例えば《霸王別姬》は、即、当時の海峡両岸及び三つの地方で提携した形で完成された作品であった。２００１年には、四項目のアカデミー賞を獲得した《臥虎蔵龍》は、東洋の題材と西洋の資金を結合した販売促進方式で、販路や、東洋の武術及び西洋などが得意をしている映画の特殊効果技術に加えて出来上がった作品で、グローバル化となった国々を跨っている技術提携の成果と言えよう。たとえ地球村の形成は文化の境を越えても、ますますぼやけているのであったのだが、海峡両岸と三つの地方の中国文化と西洋文化とは、依然として、悠久たる文化伝統の相異点があり、即ち、たとえハリウッド映画を持ちましても、取って代わりし難い文化特性があり、これは、アジア、あるいは、西洋市場にも拘わらす、すべてが一つ大きな優勢と言えよう。それが所以に国を跨っている「華語映画」を製作する時代潮流の下で、台湾は華語地区での競争優位性を掌握することが必須であると共になお、製作前、製作後、発行過程、映画用企業経営方式などの映画製作の諸元素を合理的に統合して、かつ積極的に多国籍の投資資本がある企業との技術、資本方面の提携を捜し求めることが必須です。台湾政府はローカル映画産業を改善、補助する政策のほかに台湾映画産業を振興させる数多くの可能性についてもさらに深く熟考することが必要であるのではないかと言えよう。
